
今月の読み物

本所スライス会

尾花　栄蔵

　本所にスライス会と称するゴルフの会有り。
　この会に入会するものは高潔なゴルフ愛を持ち乍らもゴルフ道に精進
せず、誰よりもゴルフが下手でなければ入会が許されえない、狭く低い
門をくぐらねばならない。嘗て入会を希望するも、ゴルフが上手い為に
入会を断られ、涙を呑んだものは数知れず存在した。
　昭和41年 8 月（1966年）に創設。幹事は多少のゴルフルールを知ってい
たが為に任命された。幹事の名は水野昭三、中村善一、会長が渡辺鶴夫、
毎月 1回の開催を目標とする。時々休むがしぶとく続き現在は580回に迫
ろうとしている。
　スライス会の初代会長の金言に「シングルには金を貸すな」というのが
有る。ゴルフに夢中に成ると商売を忘れ、家庭を顧みずゴルフ道に突き
進むので、金を貸したらとんでもないことになるぞという。
　又ゴルフはあくまでも趣味の範囲を出でず、狂に成っては成らないと言い伝えられ、スライス会の会
員に脈々と受け継がれている為、ゴルフに執着せず練習に疲れることも無いがゆえ、スコアーにも関心
を示さず、ただひたすら大地を耕し自然の中を歩き廻る。
　初代の会員は皆、雲の上のゴルフ場に居て現在の会員は 2代目が主にゴルフと似たるものを毎月楽し
んでいる。初代の家訓を守り、今月も腕ではなく足を鍛え戯言を振り回しゴルフ下手道に突き進んでい
る。
　会の名前の通り会員は右に曲がる球（スライス）を全員が打つかと言えば、さにあらずそんな難しい技
は究めておらず、右に左に飛べばまだまし大地を削り、球をコロガシ、牛歩のごとく前に進み、途中砂
場が有ればそれを恐れて迂回するも何打目かの後に吸い寄せられて砂をかき混ぜ、池が有ればやはり恐
怖心に逆らえず迂回するも、やはり吸い寄せられて水の音を聞き、グリーンに乗っては小さなホールを
目指し右往左往する。
　何が楽しいかは会員個々の目線にて皆目見当がつかないが、継続は宝なのだ。是非一緒に森林徘徊が
したい者が有れば、是非面接試験を受けてもらいたい。今でも下手でなければ入会は許されない。会員
となれば下手の世界に没入し、セラピー効果は大きく交感神経活動は80%減少し副交感神経活動は100%
上昇し、強い生理的リラックス効果を生じることは明らかに成ることだろう。面接試験で運よく130とい
う素晴らしいスコアーで廻れば、（130-72）×0.8=46の
ハンデが堂々ともらえる。36で足切りなぞという姑息
な考えはこの会では成り立たない。この位のハンデの
人は私を含めゴロゴロ存在する。以前、同伴競技者が
バンカーに入ると、打った回数を後ろ手で指折り数え
る人が居たが、安心して下さい、今の会員は数を覚え
られません。一緒に遊びたい方はお声掛けお待ちして
おります。
　現在の会長は尾花栄一です。
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インは117と同じイタリアのデザイナー「ジョルジエット・ジウジアーロ」の設計で格好はよかったんで
すが、残念ながら当時の車はドアミラーは違法でフェンダーミラー車だけなんですよね。写真でもお分
かりでしょうが、フェンダーミラーのおかげでなんとも間の抜けたフォルムになってしまいました。加
えてシャーシやエンジンは大衆車ジェミニで動力性能が悪く、さらに内装の内張はすぐに剥がれてきて
散々、私の車選びの中でも大失敗の一台でした。しかし今でもこの二台の思い出は恥多き若かりし日々
のオマージュなのかもしれません。（知ったかぶりしてオマージュなんてフランス語を使いましたが、オ
マージュってこんな使い方であってますかね？）
　さあいよいよ、あのバブル時代がやって来ました。自動車もシーマ現象と呼ばれる大型高級車ブーム
が到来、そうなると私も家族 5人で乗るには117クーペやピアッツァのような 2ドア車では不便極まりな
いし、ブームに乗り遅れてはならじと高級車を買いたくて仕方がなかったんですが、いかんせん金が有
りません。もう金ヅルの親父もいないし、どうにもなりません。しかし暫くしたら、私にも手が届きそ
うな車が発売されたんです。スタイルはBMWに似てカッコいいし、大きさはシーマ並、価格はシーマ
の半値以下、これなら何とかなるかも、でもそれでもお金が足りません。そこで一計を案じて最後の手
段、高金利は承知で生命保険を担保に金を借りまして、その車を買ったんです。その名車？が三菱「ディ
アマンテ」、凄い名前でしょ、スペイン語でダイヤモンドの意味らしく、バブル時代にはピッタリのネー
ミング、爆発的に売れた車でした。そしてこの頃から大衆化してきたゴルフに夢中になり、仲間と共に
このディアマンテで遠く北茨城までゴルフに出かけてました。そのゴルフ会員権も金利 9 %という高利
でノンバンクから借りたもの、それでもこんなゴルフ場でも暫くしたら相場が 5倍くらいになって、仲
間に自慢げにこれを吹聴してましたが、ご存知のようにそれが紙屑になるのに時間はかかりませんでし
た。バブル時代はこの 2つの負の重荷で首が回らなかったのに加えて新社屋建設、これも全額借り入れ、
正に三重苦、でも幸か不幸か株式投資までは金が回らなかったのが幸いして株式投資だけはやれません
でした。
　話しをディアマンテに戻します。当時、マツダ車と三菱車には10年乗ると壊れるという伝説？があり
まして、まず社員のマツダボンゴが東北道で、続いて妹のマツダファミリアが明治通りでエンスト、そ
してついに私の三菱ディアマンテも山中湖で故障、すぐJAFを呼んで近くの修理工場へ牽引、「電気系
統なので修理には時間がかかりますよ」との事、旅先でのこと、思案しましたが、仕方なしに山中湖村
の修理工場でディアマンテを無料で引き取って貰
いました。かくして私はバブルの恩恵を何ひとつ
味わう事なく、借金の返済で終わってしまいまし
た。
　これで改心して真っ当な道を歩めばよかったん
ですが、「喉元過ぎれば熱さを忘れ」とは良く言っ
たもので、まだまだ恥ずかしい車遍歴は続くので
すが、長くなってしまいましたので、ここいらで
終わりと致します。ここまでお付き合い頂いた
方々には心から感謝致します。

いす 「ゞ117クーペ」　 フェンダーミラーの「ピアッツァ」

三菱「ディアマンテ」
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